
　

残
暑
の
候
、
中
之
条
自
治
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　

日
頃
は
、
自
治
会
活
動
に
御
支

援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
前
半
が
経
過
し
ま
し

た
。
以
下
、
活
動
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
御
報
告
し
ま
す
。

〇
自
治
会
協
議
会
に
つ
い
て　
　

　

毎
月
第
二
土
曜
日
に
定
例
会
を

開
催
し
、
自
治
会
運
営
の
重
要
事

項
や
課
題
を
協
議
し
、
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

自
治
会
費
・
文
化
財
保
存
基
金

の
納
入
、
春
の
環
境
整
備
、
上
田

わ
っ
し
ょ
い
等
前
半
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
自
治
会
員
の
御
協
力
を

賜
る
中
で
、
概
ね
順
調
に
実
施
で

き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

〇
防
災
に
つ
い
て

　

本
年
も
各
地
で
地
震
、
集
中
豪

雨
等
に
よ
り
、
大
き
な
被
害
が
出

て
い
ま
す
。
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
す
。

　

自
治
会
の
防
災
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
ま
ず
年
度
当
初
に
自

主
防
災
組
織
を
編
成
し
、
消
防
署

へ
報
告
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
ヘ
の

参
加
を
通
し
て
防
災
の
基
本
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
に
つ
い
て
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
ま
し
た
。

　

秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自
治
会

防
災
訓
練
に
お
い
て
は
、
上
田
市

消
防
団
第
六
分
団
の
御
支
援
を
得

て
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
第
六
分
団
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
城
下
地
域
の
消
防
・
防

災
に
日
夜
全
力
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
敬
意
を
表
し
ま
す
。
六

月
に
上
田
市
消
防
団
の
ポ
ン
プ
操

法
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
が
開
催
さ

れ
た
際
、
第
六
分
団
員
の
奮
闘
に

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

〇
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ
い
て

◆
児
童
公
園
花
壇
づ
く
り

　
自
治
会
役
員
（
四
役
・
土
木
部

長
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
土
木
委
員
）
と

ふ
れ
あ
い
協
議
会
役
員
と
の
協
働

に
よ
り
六
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

木
々
の
緑
と
花
の
彩
り
が
鮮
や
か

な
心
地
良
い
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場

　

ふ
れ
あ
い
協
議
会
の
事
業
と
し

て
、
四
月
か
ら
毎
月
第
四
金
曜
日

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
師
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
御
指
導
に

よ
る
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
茶
話
会
で
の
交

流
、
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

◆
城
下
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
運
動

　

「
あ
い
さ
つ
で
明
る
い
未
来
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

南
小
学
校
正
門
前
、
み
の
り
保
育

園
舎
前
、
中
之
条
公
民
館
の
交
差

点
に
お
い
て
、
自
治
会
役
員
と
ふ

れ
あ
い
協
議
会
役
員
が
街
頭
で
の

声
掛
け
運
動
を
、
三
月
と
七
月
に

実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
地

域
に
広
が
り
ま
し
た
。

〇
念
仏
堂
跡
地
に
つ
い
て

　

昨
年
解
体
撤
去
さ
れ
た
念
仏
堂

跡
地
に
つ
い
て
、
総
会
の
決
議
に

基
づ
き
、
今
後
の
利
活
用
等
を
総

合
的
に
検
討
す
る
た
め
、
「
念
仏

堂
跡
地
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

次
の
皆
様
に
委
員
を
お
願
い
し
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長　

西
澤　

誠（
第
三
ブ
ロッ
ク
）

委
員　
　

田
中　

剛（
第
三
ブ
ロッ
ク
）

　

〃　
　

田
中
敏
男（
第
二
ブ
ロッ
ク
）

　

〃　
　

中
澤
憲
二（
第
八
ブ
ロッ
ク
）

　

〃　
　

中
澤
伸
夫（
第
五
ブ
ロッ
ク
）

　

〃　
　

中
沢　

賢（
第
三
ブ
ロッ
ク
）

　

〃　
　

西
沢
信
義（
第
三
ブ
ロッ
ク
）

　
　

＊
委
員
五
十
音
順　

敬
称
略

自
治
会
か
ら
は
、
正
副
会
長
両
名

が
参
画
し
て
い
ま
す
。

〇
道
路
等
環
境
整
備
に
つ
い
て

①
北
天
神
町
古
吉
町
線
道
路
整
備

　

国
道
一
四
三
号
線
の
道
路
拡
幅

改
良
工
事
と
し
て
、
事
業
着
手
か

ら
十
二
年
を
迎
え
る
中
、
三
好
町

工
区
が
完
了
、
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
御
所
地
区
の
拡
幅
工
事
も
ほ

ぼ
完
了
、
中
之
条
地
区
で
は
用
地

買
収
が
完
了
、
電
線
類
地
中
化
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

七
月
に
「
道
路
拡
幅
促
進
会
」

が
開
催
さ
れ
、
上
田
建
設
事
務
所

か
ら
中
之
条
地
区
の
今
後
の
計
画

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
に
お

い
て
電
線
類
地
中
化
工
事
、
次
い

で
道
路
拡
幅
工
事
を
行
い
、
令
和

三
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
の
御

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
早
期

の
完
成
を
願
う
も
の
で
す
。

②
自
治
会
内
道
路
工
事

　

昨
年
度
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
要
望

さ
れ
た
工
事
関
係
の
内
、
緊
急
度

の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
施
工
さ
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
未

実
施
工
事
の
早
期
の
着
工
と
本
年

度
の
新
規
箇
所
に
つ
い
て
、
市
は

じ
め
関
係
機
関
に
要
望
し
ま
し
た
。

③
そ
の
他
（
水
路
・
農
道
関
係
他
）

◆
継
続
し
て
要
望
し
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
、
市
土
地
改
良
課
職
員

と
自
治
会
関
係
者
に
よ
り
現
場
確

認
を
行
い
、
早
期
着
工
に
向
け
改

め
て
要
望
し
ま
し
た
。

◆
第
六
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
防
犯
灯
一

基
に
つ
い
て
、
住
宅
地
造
成
工
事

の
施
工
に
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら

撤
去
し
ま
し
た
。
本
年
度
に
お
い

て
は
、
三
基
新
設
の
予
定
で
す
。

〇
城
下
ま
ち
づ
く
り
未
来
会
議

　

設
立
三
年
目
を
迎
え
る
中
、
六

月
十
五
日
城
下
地
区
防
災
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
計
画
・
予
算
等
が
承

認
さ
れ
、
城
下
地
区
全
体
に
共
通

す
る
課
題
解
決
に
向
け
本
年
度
の

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

十
月
に
は
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長　
　

沓
掛　

勝
也　

御
所

副
会
長　

増
澤　

吉
雄　

中
村

　

〃　
　

小
坂
井
正
明　

御
所

　

〃　
　

小
野
澤
義
和　

中
村

事
務
局
長　

中
澤
照
夫　

中
之
条

会
計　
　

今
井　

洋
幸　

諏
訪
形

顧
問　
　

小
坂
井
二
郎　

中
之
条

相
談
役　

宮
下　

省
二　

諏
訪
形

そ
の
他
委
員
十
三
名
、
監
事
二
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〇
城
下
地
区
自
治
会
連
合
会

　

本
年
度
は
、
次
の
役
員
体
制
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会　

長　

中
澤
照
夫　
　

中
之
条

副
会
長　

岡
部
昭
夫　
　

御
所

副
会
長　

林　

俊
美　
　

中
村

会　

計　

柴
田
大
八　
　

千
曲
町

評
議
員　

内
川
冨
士
夫  

朝
日
ヶ
丘

評
議
員　

手
塚
正
行　
　

須
川

評
議
員　

西
入
信
夫　
　

小
牧

監　

事　

古
平　

茂　
　

三
好
町

監　

事　

窪
田
和
人　
　

諏
訪
形

＊
敬
称
略

平
成
三
十
一
年
度
前
半
を
経
過
し
て

中　

澤　

照　

夫

自
治
会
長

第１６８号

中 之 条 自 治 会

も  

く  

ず
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七
月
二
十
七
日
、
台
風
が
上
陸

し
接
近
す
る
中
、
第
四
十
八
回
上

田
わ
っ
し
ょ
い
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
我
が
中
之
条
は
、
小
学
生
を

中
心
に
総
勢
約
二
百
名
の
巨
大
な

連
。
昼
頃
か
ら
雨
模
様
で
、
昨
年

（
開
催
中
止
）の
二
の
舞
か
と
思
い

き
や
、
そ
の
う
ち
に
ピ
タ
リ
と
止

ん
で
実
施
の
運
び
と
な
り
、
一
同

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
二
回
の
練
習
に
参

加
し
て
踊
り
を
磨
き
、
や
る
気

満
々
。
皆
様
の
協
力
に
よ
り
お
神

輿
な
ど
祭
り
の
準
備
も
万
全
。
公

民
館
に
て
、
お
に
ぎ
り
で
腹
ご
し

ら
え
を
し
、
全
員
で
と
き
の
声
を

上
げ
、
午
後
五
時
半
、
バ
ス
四
台

を
連
ね
て
出
陣
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
之
条
連
は
、
中
央
交
差
点
の

角
に
陣
を
置
き
、
先
頭
が
中
澤
照

夫
自
治
会
長
他
役
員
、
次
に
踊
り

指
導
の
皆
さ
ん
、
続
い
て
子
供
た

ち
の
一
団
、
そ
れ
を
囲
ん
で
隊
列

指
導
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
、
そ
の
後

ろ
に
飾
り
屋
台
の
リ
ヤ
カ
ー
、
し

ん
が
り
は
中
之
条
と
大
書
さ
れ
た

お
神
輿
、
と
い
う
陣
構
え
。

　

午
後
六
時
半
、
わ
っ
し
ょ
い
の

開
始
。
今
年
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
で

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
皆
で
イ

タ
リ
ア
カ
ラ
ー
の
蛍
光
リ
ス
ト
バ

ン
ド
を
付
け
、
子
供
た
ち
は
両
手

に
鳴
子
を
持
っ
て
景
気
の
い
い
音

で
踊
り
を
活
気
づ
け
ま
し
た
。
あ

た
り
が
暗
く
な
り
提
灯
の
灯
り
が

ゆ
ら
め
い
て
お
祭
り
の
雰
囲
気
が

盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
に
は
、
踊

り
も
熱
を
帯
び
、
子
供
た
ち
の
わ

っ
し
ょ
い
の
掛
け
声
も
一
際
大
き

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

祭
り
の
後
半
、
我
が
連
が
海
野

町
の
通
り
に
入
る
頃
か
ら
降
り
始

め
、
そ
の
う
ち
雨
足
が
激
し
く
な

っ
て
皆
ん
な
濡
れ
鼠
の
状
態
。
ご

老
体
気
味
の
方
々
は
ち
ょ
っ
と
し

ん
ど
い
様
子
で
し
た
が
、
子
供
た

ち
は
へ
っ
ち
ゃ
ら
で
、
元
気
い
っ

ぱ
い
に
最
後
ま
で
踊
り
ぬ
い
て
、

わ
っ
し
ょ
い
を
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
わ
っ
し
ょ
い
参
加
に

あ
た
り
、
ご
寄
付
の
支
援
を
い
た

だ
い
た
区
民
、
事
業
所
の
皆
様
、

踊
り
の
指
導
や
諸
々
の
準
備
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

大
勢
の
子
供
た
ち
を
束
ね
見
守
っ

て
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
、

連
の
運
営
等
に
携
わ
っ
た
公
民
館
、

自
治
会
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し

て
、
中
之
条
の
パ
ワ
ー
を
存
分
に

発
揮
し
て
く
れ
た
子
供
た
ち
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
。

上
田
わ
っ
し
ょ
い

　
　
　
　

経
過
報
告

実
行
委
員
長　

中
沢　

守
人

練習１回目、踊りの模範指導

練習２回目、本番さながら

一
年
生
が
踊
り
披
露

上
手
な
子
に
自
治
会
長
か
ら
表
彰
状

皆
で
連
神
輿
の
飾
り
付
け

 令和元年8月15日（2019） 中　之　条　自　治　会　報 第168号（2）



指導の先生を先陣に踊りスタート

中之条連スタンバイ

まだちょっと緊張気味

お
じ
さ
ん
た
ち
も
絶
好
調

戦
い
す
ん
で
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

踊
り
終
盤
、元
気
い
っ
ぱ
い
の
濡
れ
鼠

ほ
っ
と
一
息
、エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給

指
導
の
先
生
を
先
陣
に
踊
り
ス
タ
ー
ト

子
供
た
ち
は
パ
ワ
ー
全
開

出
陣
前
の
腹
ご
し
ら
え

（3）第168号 中　之　条　自　治　会　報 令和元年8月15日（2019）



　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
地
域
の
皆
様
に
は
公
民
館

活
動
に
対
し
深
い
御
理
解
御
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
前
半
の
活
動
報
告
を

申
し
上
げ
、
今
後
の
更
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

◆
道
祖
神
祭
り

　
　
　
　
　
　
一
月
二
十
六
日

　

小
雪
の
降
る
な
か
、
道
祖
神
祭

り
が
中
之
条
区
内
八
カ
所
で
行
な

わ
れ
、
自
治
会
四
役
、
公
民
館
五

役
、
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
成
会
等
の

役
員
に
て
お
参
り
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
少
子
化
で
小
学
生
が
少
な

い
な
か
で
も
、
地
区
の
子
ど
も
た

ち
が
助
け
合
い
、
厳
し
い
寒
さ
も

も
の
と
も
せ
ず
に
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　

◆
城
南
地
区
分
館
対
抗

　
　
　
　
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
九
日

　

城
南
公
民
館
参
加
の
十
五
分
館

の
選
手
が
集
い
、
和
や
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
我
が
中
之
条
チ
ー

ム
も
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
十
一
位

の
成
績
で
し
た
。
お
つ
か
れ
さ
ま

で
し
た
。

　

◆
青
少
年
育
成
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
六
月
八
日

　

テ
ー
マ
「
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を

子
ど
も
と
大
人
で
考
え
よ
う
」
と

い
う
こ
と
で
、
城
南
公
民
館
の
社

会
教
育
指
導
員
、
矢
澤
智
都
枝
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
る
な
か
、
ど
う
子
ど
も
た
ち

と
向
き
合
う
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

◆
球
技
大
会
　
六
月
十
六
日

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
前
日
か
ら

の
雨
の
た
め
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態

が
悪
く
競
技
を
断
念
し
ま
し
た
。

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
や
中
高
生

の
皆
さ
ん
の
活
躍
で
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
之
条
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
ク
ラ
ブ
の
塚
田
吉
和

さ
ん
の
豚
汁
も
大
好
評
で
お
い
し

く
頂
き
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
、
公
民
館
で
表
彰

式
と
懇
親
会
を
行
い
更
な
る
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。
大
会
運
営
に
御

協
力
を
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
　

大
会
結
果

★
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　

優　

勝　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

準
優
勝　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

第
三
位　

第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

第
四
位　

第
八
ブ
ロ
ッ
ク

中
之
条
公
民
館

　
　
　
平
成
三
十
一
年
度
上
半
期
活
動

公
民
館
長
　
　
竹　

田　

貴　

一
　

　

◆
上
田
わ
っ
し
ょ
い

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
七
日

　

自
治
会
主
催
の
上
田
わ
っ
し
ょ

い
は
、
公
民
館
役
員
、
運
営
委
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
全
員
参
加
で
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
中
沢
わ
っ
し
ょ
い
実

行
委
員
長
よ
り
ご
報
告
が
あ
り
ま

す
。

下
半
期
活
動
予
定

　
◆
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

　

八
月
十
五
日
十
六
時
よ
り
公
民

館
行
事
と
し
て
最
大
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
す
。
地
域
の
皆
様
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
真
夏
の
ひ

と
時
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

■
今
後
の
予
定

　

◎
敬
老
祝
賀
会

　
　
　
　

九
月
十
四
日　

（
土
）

　

◎
第
二
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

九
月
二
十
二
日　

（
日
）

　

◎
人
権
講
座

　
　
　
　

十
月
十
二
日　

（
土
）

　

◎
城
南
公
民
館
運
動
会

　
　
　
　

十
月
二
十
日
（
日
）

　

◎
し
い
の
み
園
合
同
文
化
祭

　
　
　
　

十
月
二
十
七
日
（
日
）

　

◎
各
部
活
動
報
告
会

　
　
　
　

十
一
月
十
日　

（
日
）

　

◎
親
子
し
め
縄
教
室

　
　
　
　

十
二
月
一
日　

（
日
）

道祖神

青少年育成懇談会

自治会、公民館、PTA役員

球技大会の様子

ペタンク大会

ビーチバレー優勝の第１ブロック
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小
学
校

　

支
部
長　
　
　
　

高
橋　

美
都

　

副
支
部
長　
　
　

中
村
真
規
子

　
　
　

〃　
　
　
　

市
村　
　

彩

　

育
成
会
長　
　
　

井
澤　

信
子

　

副
育
成
会
長　
　

菅　
　

百
合

　
　

〃　
　
　
　
　

田
守
あ
ず
さ

　

校
外
指
導
委
員　

若
林　

聡
子

　
　
　

〃　
　
　
　

田
中　

春
霞

　
　
　

〃　
　
　
　

松
尾　

羅
夢

　
　
　

〃　
　
　
　

菊
池　

優
子

　
　
　

〃　
　
　
　

宮
澤　

尚
子

　

交
通
安
全
委
員　

竹
内　

和
美

　
　
　

〃　
　
　
　

宮
沢　
　

藍

　
　
　

〃　
　
　
　

青
木　

由
美

　
　
　

〃　
　
　
　

宮
島　

美
可

　

育
成
会
担
当
委
員  

中
島　

百
合

　
　
　

〃　
　
　
　

松
澤　

美
和

　
　
　

〃　
　
　
　

横
山　

裕
香

　
　
　

〃　
　
　
　

大
澤　

佳
奈

　
　
　

〃　
　
　

小
宮
山
真
由
美

　
　
　

〃　
　
　
　

諸
山　

直
美

　
　
　

〃　
　
　
　

田
中　

智
江

　
　
　

〃　
　
　
　

成
澤　

清
子

　
　
　

〃　
　
　
　

内
藤　

舞
子

　
　
　

〃　
　
　
　

小
関　

敏
子

　
中
学
校

　

支
部
長　
　
　
　

小
島
香
世
子

　

副
支
部
長　
　
　

栁
澤　
　

泉

　

連
絡
員　
　
　
　

塩
㟢　
　

泰

　
　

〃　
　
　
　
　

中
澤　

千
晴

　
　

〃　
　
　
　
　

長
尾　

恭
照

　
　

〃　
　
　
　
　

水
野　

博
美

　
　

〃　
　

加
藤
ウ
ィ
ナ
ワ
テ
ィ

　
　

〃　
　
　
　
　

中
沢　

有
香

　
　

〃　
　
　
　
　

濱
村　

知
美

　
　

〃　
　
　
　
　

南
村
奈
央
美

　
　

〃　
　
　
　
　

中
澤　

孝
光

　
　

〃　
　
　
　
　

井
澤　

信
子

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
紹
介

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
紹
介

　

令
和
元
年
度
、
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支

部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
高
橋
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

中
之
条
支
部
に
は
今
年
度
、
二

百
三
十
名
と
多
く
の
児
童
が
在
籍

し
て
お
り
、
こ
の
大
役
を
務
め
て

い
け
る
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

副
支
部
長
を
は
じ
め
育
成
会
長
・

副
育
成
会
長
、
連
絡
員
の
皆
様
の

力
を
お
借
り
し
、
ま
た
自
治
会
・

公
民
館
の
役
員
の
皆
様
に
も
ご
協

力
頂
き
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
に
は
、
四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
合

同
で
地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
、
来
賓
の
皆
様
、

小
中
学
校
の
先
生
方
に
ご
出
席
頂

き
、
「
子
ど
も
の
安
全
・
健
全
な

育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
貴
重
な
お
話
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境

が
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る
昨

今
、
こ
ん
な
に
も
多
く
の
方
が
子

ど
も
た
ち
を
見
守
る
活
動
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
事
を
知
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
同
じ
日
に
、
『
南
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
中
之
条
支
部　

会
則
』
が
発
足

し
ま
し
た
。
一
昨
年
の
支
部
長
よ

り
発
案
さ
れ
た
会
則
作
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
歴
代
支
部
長
、
役
員
、

連
絡
員
の
ご
協
力
に
よ
り
原
案
を

作
成
し
て
頂
き
、
そ
の
後
、
昨
年

の
支
部
長
の
元
、
全
戸
配
布
し
集

め
た
意
見
を
元
に
方
針
を
固
め
た

時
点
で
今
年
度
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

再
度
、
誰
も
が
見
や
す
く
わ
か
り

や
す
い
会
則
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
最
終
案
を
作
成
、
全
戸
配
布
し

意
見
を
集
め
、
地
区
懇
談
会
で
承

認
を
得
る
こ
と
で
、
無
事
に
発
足

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
今
ま
で
の
役
員
の
方
々
の
熱

い
想
い
と
絶
え
間
な
い
努
力
の
お

か
げ
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
事
だ
と

思
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
、
中
之
条
地
区
は
新

し
い
住
宅
が
立
ち
並
び
、
た
く
さ

ん
の
転
入
が
あ
る
地
域
で
す
。
毎

年
会
則
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
こ
と
を
ま
だ
よ
く
知
ら
な
い

方
た
ち
に
も
、
南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
之

条
支
部
の
活
動
を
知
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
会

則
に
運
営
方
針
や
免
除
規
定
等
を

明
記
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
支
部

活
動
が
可
能
に
な
る
こ
と
を
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
上
田
わ
っ
し
ょ
い
に

始
ま
り
、
城
南
運
動
会
や
道
祖
神

な
ど
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
う
行

事
が
目
白
押
し
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
皆
様
と
つ
な
が
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

一
同
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
協
力
、
ご
指
導

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

令
和
元
年
度
、
四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
中

之
条
支
部
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
小
島
で
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
中
之
条
支
部
は
、
九

十
五
名
の
生
徒
が
在
籍
し
て
お
り
、

生
徒
数
が
大
変
多
い
地
区
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
責
任
の
重
さ
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
至
ら

ぬ
点
も
多
々
あ
り
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
副
支
部
長
を
は
じ

め
連
絡
員
の
方
々
の
お
力
を
お
借

り
し
、
ま
た
自
治
会
、
公
民
館
の

役
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
う
こ
と
が

出
来
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
は
、
地
区
懇
談
会
を
南
小

中
之
条
支
部
と
合
同
で
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
治
会
長

の
中
澤
様
、
公
民
館
長
の
竹
田
様
、

主
任
児
童
委
員
の
岡
村
様
に
よ
る

地
域
活
動
や
子
供
の
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
お
話
し
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
来

賓
の
皆
様
、
小
学
校
の
先
生
、
四

中
の
先
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参

加
保
護
者
中
か
ら
「
実
際
に
子
供

四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

四
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長　
　

小
島　

香
世
子

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
　

南
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
支
部
長

　
　
　

高
橋　

美
都

が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
た
時
に
は
ど
こ
へ
相
談
す
る
の

が
よ
い
の
か
？
」
と
の
質
問
も
出

さ
れ
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
家
庭
や
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
切
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

八
月
か
ら
の
行
事
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
八
月
四
日
（
日
）
に
地

区
生
徒
会
行
事
と
し
て
中
之
条
地

区
奉
仕
活
動
で
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

そ
の
後
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月

二
十
四
日
（
土
）
に
は
四
中
バ
ザ

ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
地
域

の
皆
様
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
四
日
十
三
時
か
ら
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

九
月
に
は
セ
ル
リ
ア
ン
祭
が
行

わ
れ
、
二
十
七
日
（
金
）
は
体
育

祭
が
、
二
十
八
日
（
土
）
に
は
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
の
活
動
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
一
同

力
を
合
わ
せ
て
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
引
き
続

き
ご
協
力
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
年
度
公
民
館
活
動
の
青
少
年

育
成
自
治
会
懇
談
会
が
６
月
８
日

（
土
）
17
時
よ
り
公
民
館
大
広
間

に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
「
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
城
南
公
民
館
、

社
会
教
育
指
導
員
の
矢
澤
智
都
枝

様
を
講
師
に
招
き
講
演
し
て
頂
き

ま
し
た
。

　

昨
今
、
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

た
く
さ
ん
の
人
達
と
簡
単
に
知
り

合
う
こ
と
が
出
来
る
反
面
、
ト
ラ

ブ
ル
・
犯
罪
に
巻
込
ま
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

も
う
一
度
、
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
守
る
た
め
に
大

人
達
が
知
識
を
持
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
こ
と
が
出
来
た
ら
と

思
い
テ
ー
マ
選
定
致
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て

実
際
あ
っ
た
ネ
ッ
ト
犯
罪
の
実
例

を
動
画
で
流
し
、
講
師
と
参
加
者

一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
意
見
の
交

換
が
出
来
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た

講
演
で
し
た
。
最
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
に
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら

感
想
、
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。　

　

「
ネ
ッ
ト
社
会
の
危
険
が
身
の

回
り
に
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
社
会
・
地
域
が
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
「
次
回
は
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
」

人
権
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

青
少
年
育
成
推
進
指
導
員　

新
村　

光
弘

　

私
が
今
一
番
が
ん
ば
っ
て
い
る

事
は
、
合
唱
部
の
部
活
で
す
。
合

唱
部
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
小

さ
い
頃
か
ら
歌
が
好
き
で
、
三
年

生
の
三
月
、
友
だ
ち
を
誘
っ
て
入

っ
た
た
め
で
し
た
。

　

五
年
生
で
初
め
て
Ｎ
コ
ン
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
た
時
、
き
ん
ち
ょ

う
し
て
、
上
手
く
歌
え
る
か
心
配

で
し
た
。
で
も
、
本
番
の
前
に
は

講
師
の
先
生
の
た
く
さ
ん
の
指
導

や
、
こ
問
の
先
生
の
一
生
け
ん
命

な
指
導
と
し
き
が
あ
っ
て
ス
テ
ー

ジ
で
歌
い
始
め
た
こ
ろ
に
は
、
一

気
に
き
ん
張
の
気
持
ち
は
な
く
な

り
、
笑
顔
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
六
年
生
に
な
り
、
私
は

パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
他
に
も
変
わ
っ
た
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
問
の
先

生
で
す
。
六
年
で
、
音
楽
の
先
生

が
変
わ
っ
た
か
ら
で
す
。
と
て
も

明
る
い
先
生
で
、
部
員
か
ら
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
朝
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
指
導
方
は
一
気
に
変
わ

り
ま
し
た
。
今
で
は
み
ん
な
も
な

れ
て
き
て
い
て
、
今
は
曲
の
中
身

や
言
葉
の
意
味
、
チ
ッ
チ
（
課
題

曲
）
の
気
持
ち
に
合
っ
た
歌
い
方
、

曲
の
場
面
を
想
像
す
る
事
な
ど
を

練
習
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
コ
ン
に
向

け
、
自
由
曲
伴
奏
の
外
部
の
方
、

こ
問
の
先
生
と
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

私
が
今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

南
小
六
年
生　

宮
澤
こ
こ
ろ

　

僕
が
三
年
生
か
ら
野
球
を
始
め

た
の
は
、
家
族
に
勧
め
ら
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
最
初
は
ル
ー

ル
や
野
球
の
基
本
を
全
く
知
ら
な

か
っ
た
の
で
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　

で
す
が
監
督
や
コ
ー
チ
の
方
々

の
粘
り
強
い
指
導
の
お
か
げ
で
野

球
が
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
楽
し
い
と
思
え
た
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
は
一
緒
に
野
球
を
や
る
先

輩
や
友
達
、
後
輩
の
仲
間
が
い
た

こ
と
で
す
。

　

特
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
入
部

一
年
目
の
時
の
試
合
で
す
。
ベ
ン

チ
は
し
っ
か
り
温
め
た
そ
の
試
合

で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
で

す
。
そ
の
時
の
先
輩
た
ち
の
プ
レ

ー
が
す
ご
く
野
球
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
キ
ャ
プ
テ
ン
の
大
役
を
任

さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
慣
れ
ず
、
大
き

な
声
を
出
し
た
り
部
員
を
ひ
っ
ぱ

っ
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
で
も
僕
は
野
球
が
楽

し
い
の
で
、
朝
早
く
か
ら
の
練
習

も
休
ま
ず
行
っ
て
い
ま
す
。
部
員

全
員
が
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
な
る
よ
う

こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
僕
が
感
じ
た
よ

う
な
試
合
の
プ
レ
ー
か
ら
も
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
で
す
。　

　

私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
目
標
は
「
笑
顔
で
上
小
優
勝
、

東
信
ベ
ス
ト
四
、
県
大
会
一
勝
」

で
し
た
。
し
か
し
、
県
大
会
へ
出

場
で
き
ず
、
私
た
ち
三
年
生
は
引

退
し
ま
し
た
。

　

で
も
、
目
標
と
し
て
い
た
「
笑

顔
」
は
ど
こ
の
チ
ー
ム
よ
り
も
達

成
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
四
中
女

バ
ス
は
三
年
生
十
三
人
、
二
年
生

六
人
、
一
年
生
十
二
人
と
合
計
で

三
十
一
人
も
い
た
の
で
賑
や
か
で

楽
し
く
笑
顔
が
絶
え
な
い
チ
ー
ム

で
し
た
。

　

一
年
生
の
時
は
、
辛
い
練
習
や

走
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
た
び
に
嫌

な
顔
を
し
な
が
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
と
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
先

輩
が
引
退
し
た
後
の
二
年
生
の
夏

休
み
は
「
今
度
は
先
輩
と
し
て
チ

ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
か
な
い

と
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
全
力
で

お
互
い
声
を
出
し
て
練
習
を
す
る

と
今
ま
で
苦
し
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

が
少
し
ず
つ
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
声
を
出
す
事
や
笑
顔

で
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、

二
年
生
の
夏
か
ら
今
ま
で
、
チ
ー

ム
の
笑
顔
の
お
か
げ
で
辛
い
事
も

乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
が

出
ず
悔
し
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
け

れ
ど
、
悔
し
い
気
持
ち
を
学
ん
だ

事
は
、
次
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

で
す
。　

　

私
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
一
年
生

の
頃
は
練
習
の
準
備
、
片
付
け
、

先
輩
の
応
援
な
ど
で
忙
し
か
っ
た

け
れ
ど
、
優
し
い
先
輩
方
に
恵
ま

れ
、
部
活
が
楽
し
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
頼
も
し
い
先
輩
が
い

な
く
な
っ
て
自
分
た
ち
の
代
に
な

る
と
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
増
え
て

つ
ら
い
と
思
う
こ
と
の
方
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
夏
休
み
な
ど
の
長

期
休
暇
の
練
習
は
特
に
き
つ
か
っ

た
で
す
。
そ
ん
な
中
、
苦
し
い
練

習
中
で
も
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な

が
ら
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
声
を
出

し
て
必
死
に
が
ん
ば
っ
て
達
成
で

き
た
時
の
達
成
感
は
な
か
な
か
味

わ
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
経
験
を
経
た
か
ら
こ
そ
、
仲
間

の
大
切
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
深

ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
部
は
、
悔
し
く
も
東

信
大
会
で
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
結
果
は
大
事
で
す
が
、

私
た
ち
は
そ
こ
ま
で
の
過
程
が
何

よ
り
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学

校
の
部
活
動
で
学
ん
だ
苦
し
い
時

で
も
耐
え
抜
く
力
、
常
に
努
力
す

る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て

も
必
要
な
こ
と
で
す
。
多
く
の
こ

と
を
学
べ
た
二
年
半
で
し
た
。

バ
ス
ケ
部
に
入
部
し
て

四
中
三
年
生　

小
島　

芽
依

部
活
動
を
終
え
て

四
中
三
年
生　

栁
澤　

菜
月

部
活
動
を
終
え
て　
　

　

こ
れ
か
ら
頑
張
る
事

四
中
三
年
生　

池
田　

蓮

中
之
条
・
千
曲
町
育
成
会

野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て

南
小
六
年
生　

田
守
耕
太
朗
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
之
条
自
治
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
地
域
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
ご
尽
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
安
全
・
安

心
の
た
め
に
、
川
辺
交
番
か
ら
二

点
申
し
上
げ
ま
す
。

●
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
渡
さ
な

　
い

　

最
近
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
る

事
件
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

だ
ま
し
取
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
手
口
は
、
自
宅
の
電
話
に
、

警
察
や
金
融
庁
、
銀
行
協
会
等
の

職
員
を
名
乗
っ
て
電
話
し
て
き
ま

す
。

　

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
新
し

く
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
信
じ

込
ま
せ
、
自
宅
や
指
定
さ
れ
た
場

所
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証

番
号
を
書
い
た
紙
を
封
筒
に
入
れ

さ
せ
て
、
別
の
カ
ー
ド
入
り
の
封

筒
と
す
り
替
え
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

直
接
現
金
を
渡
さ
な
い
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

犯
人
グ
ル
ー
プ
は
す
り
替
え
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
い
、
す

ぐ
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
現
金
を
下
ろ
し
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
も
、

○
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人

に
渡
さ
な
い
。

○
暗
証
番
号
を
他
人
に
教
え
な

い
。
メ
モ
で
渡
さ
な
い
。

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

警
察
や
銀
行
協
会
等
の
職
員
が
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
暗
証
番
号
を

聞
く
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
か

れ
た
ら
、
詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

詐
欺
被
害
を
防
ぐ
方
法
は
、

○
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
相

手
の
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
。

　

○
す
ぐ
に
家
族
等
に
相
談
す
る
。

こ
と
で
す
。

　

自
分
だ
け
は
「
大
丈
夫
」
と
思

わ
ず
、
今
ま
で
に
経
験
が
な
い
こ

と
、
自
分
が
知
ら
な
い
こ
と
、
な

ん
だ
か
し
っ
く
り
こ
な
い
こ
と
は
、

す
ぐ
に
家
族
等
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

　

ど
ん
な
に
急
が
さ
れ
て
も
、
ま

ず
家
族
等
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

●
夜
光
反
射
材
を
活
用

　

夜
間
、
自
動
車
の
ラ
イ
ト
で
照

ら
せ
る
距
離
は
、
下
向
き
で
約

四
十
メ
ー
ト
ル
、
上
向
き
で
約
百

メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

着
て
い
る
服
の
色
に
も
よ
り
ま

す
が
、
歩
行
者
等
が
い
る
こ
と
を

認
識
で
き
る
距
離
は
、
自
動
車
の

ラ
イ
ト
で
照
ら
せ
る
距
離
よ
り
短

い
距
離
で
す
。

　

時
速
四
十
キ
ロ
で
走
行
し
て
い

た
が
、
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者

を
ひ
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
え
ま
す
。
（
時
速
四
十
キ

ロ
で
は
、
停
止
距
離
が
最
低
二
十

二
メ
ー
ト
ル
必
要
で
す
。
）

　

も
し
、
そ
の
と
き
歩
行
者
が
夜

光
反
射
材
を
身
に
つ
け
て
い
た
と

す
れ
ば
、
約
百
メ
ー
ト
ル
手
前
か

ら
見
え
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

路
面
状
況
、
道
路
の
明
暗
、
道

路
形
状
と
い
う
条
件
が
違
え
ば
、

必
ず
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
夜
間
、

夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け
る
有
効

性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

夜
間
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
、

歩
く
と
き
、
夜
光
反
射
材
を
身
に

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
あ
ら
か
じ
め

靴
の
か
か
と
や
、
バ
ッ
グ
に
夜
光

反
射
材
を
付
け
て
お
く
の
も
い
い

方
法
で
す
。
そ
の
一
手
間
が
自
分

の
命
を
救
う
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
自
動
車
を
運
転
す

る
方
へ
の
思
い
や
り
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

川
辺
交
番
所
長　

平
沼　
　

毅

　

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
福
祉
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

中
之
条
ふ
れ
あ
い
協
議
会
で
は

地
域
福
祉
活
動
を
組
織
的
に
推
進

し
て
参
り
ま
す
。
人
間
味
豊
か
な

地
域
社
会
を
築
き
、
地
域
で
安
心

し
て
乳
幼
児
の
子
育
て
が
出
来
、

又
ご
高
齢
者
の
健
康
寿
命
が
長
く

延
び
る
よ
う
願
っ
て
活
動
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
治
会
、

公
民
館
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

協
議
会
役
員
と
し
て
は
、
自
治

会
四
役
、
公
民
館
長
、
民
生
児
童

委
員
、
健
康
推
進
委
員
、
小
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
支
部
長
、
青
少
年
育
成
指
導

員
の
二
十
一
名
に
て
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

◎
友
愛
訪
問

　

年
二
回
、
七
十
五
歳
以
上
の
独

り
暮
ら
し
の
方
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◎
児
童
公
園
の
花
壇
づ
く
り

◎
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場
の
開
催

　

平
成
二
十
八
年
度
よ
り
市
の
高

齢
者
介
護
課
の
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
」
の

一
環
と
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
暮
ら
せ
ま

す
よ
う
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
の
ご
協
力
で
、
専
門
の
講
師

を
お
招
き
し
て
「
い
き
い
き
百
歳

体
操
」
を
、
ま
た
丸
子
中
央
病
院

の
言
語
聴
覚
士
さ
ん
に
よ
る
「
口

腔
に
つ
い
て
」
等
々
、
生
活
の
中

で
役
立
つ
お
話
を
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
、
茶
話
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
親

御
さ
ん
や
、
男
性
の
方
に
も
是
非

ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
、
皆
様
の

御
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
ま
す
。

今
後
の
予
定

◎
ふ
れ
あ
い
交
流
広
場

　

公
民
館
大
広
間
に
て
、
来
年
三

月
ま
で
毎
月
第
四
月
曜
日
の
午
前

十
時
か
ら
十
二
時
頃
ま
で
。

◎
上
田
わ
っ
し
ょ
い
参
加

◎
中
之
条
夏
祭
り

◎
敬
老
祝
賀
会

◎
し
い
の
み
園
合
同
祭
お
手
伝
い

◎
健
康
教
室

ふ
れ
あ
い
協
議
会
役
員

　

会
長　
　
　
　
　

田
中　

康
子

　

副
会
長　
　
　
　

竹
田　

貴
一

　

会
計　
　
　
　
　

西
沢　

富
美

　

役
員　
　
　
　
　

中
澤　

照
夫

　
　

高
橋　

義
幸　

荻
原　

宏
樹

　
　

須
崎　

一
弘　

西
沢　

初
子

　
　

山
岸　

紀
子　

吉
原　

静
枝

　
　

岡
村
さ
つ
き　

新
村　

光
弘

　
　

高
橋　

美
都　

小
島
香
世
子

　
　

麻
沼　

孝
子　

田
中　

映
子

　
　

松
本
寿
美
子　

須
崎　

美
代

　
　

小
澤　

宏
次　

市
川
千
恵
子

　
　

藤
沢　

清
次

ふ
れ
あ
い
協
議
会
だ
よ
り

会
長　

田
中　

康
子

　

最
後
に

猛
暑
と
な

る
折
、
中

之
条
自
治

会
の
皆
様

の
益
々
の

ご
発
展
と

ご
健
勝
を

お
祈
り
申

し
上
げ
ま

す
。　
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今
年
度
の
協
議
委
員
と
な
り
、

千
曲
藻
の
編
集
委
員
の
役
を
頂
き
、

早
く
も
半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

私
が
中
之
条
地
区
に
住
ん
で
、

約
二
十
五
年
近
く
と
な
り
ま
す
。

　

過
去
に
何
回
か
地
区
の
自
治
会

の
仕
事
に
も
携
わ
ら
せ
て
頂
い
て

き
ま
し
た
が
、
当
時
は
若
輩
者
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
一
年
間

が
過
ぎ
て
い
っ
た
と
い
う
印
象
で

し
た
。

　

今
で
は
当
時
と
違
い
、
地
域
の

中
で
も
中
堅
の
立
場
に
立
と
う
と

い
う
年
齢
に
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
は
、
何
か

に
つ
け
て
隣
御
近
所
の
方
達
と
も

ご
挨
拶
程
度
の
お
付
き
合
い
し
か

で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
た

め
て
役
が
回
っ
て
き
ま
す
と
、
こ

の
中
之
条
と
い
う
地
域
の
中
の
一

員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と

い
う
事
を
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、
何
か
の
御

縁
が
あ
っ
て
、
こ
の
中
之
条
と
い

う
地
域
に
住
み
暮
ら
し
て
い
る
事

実
を
、
皆
様
で
共
有
し
寄
り
添
い

合
い
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、

私
も
微
力
な
が
ら
、
関
わ
ら
せ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
中
之
条
は
、
本
当
に

良
き
所
で
す
。　
　
　

（
竹
田
）

　　自治会費納入状況等のお知らせ
　自治会費等の納入および各種寄付につきましては、多大なるご協力をいただき厚く御礼申し上げます。
　現在の状況につきまして、下記の通りご報告申し上げます。

中之条自治会　会計　荻原宏樹

◎消防協力費	 860,000円
◎緑の募金	 35,000円
◎城下自治連負担金	 34,000円
◎自治会活動保険料	 138,348円

◎日本赤十字社活動資金	 46,000円	（7月15日現在）
◎上田わっしょい寄付金	 692,500円	（7月15日現在）
◎社会福祉協議会会費	 446,000円	（7月15日現在）
　　（内自治会一括納入分　430,000円）	

自治会費については、自治会会計が集金を担当するアパートも含めてあります。
アパートによっては、自治会費を日割り計算する場合もあり、端数が生じます。

自治会費
納入状況　7月 15 日現在

長野県民交通災害共済
加入状況　7月15日現在

中之条文化財保存基金
納入状況　7月15日現在

世帯数 事業所数 金額（円） 人数 金額（円） 金額（円）

第１ブロック 112 0 873,300 112 44,800

自治会員の皆様に任意
で、ご寄付を頂きまし
た基金の合計です。

第２ブロック 151 9 1,194,650 97 38,800

第３ブロック 185 9 1,421,200 95 38,000

第４ブロック 74 6 643,200 35 14,000

第５ブロック 154 3 1,251,400 108 43,200

第６ブロック 173 0 1,261,661 60 24,000

第７ブロック 122 4 1,028,879 55 22,000

第８ブロック 143 1 1,249,200 92 36,800

計 1,114 32 8,923,490 654 261,600 208,500

令
和
元
年
八
月
盛
夏

自
治
会

　
　

会　

長	

中
澤　

照
夫

　
　

副
会
長	

高
橋　

義
幸

　
　

会　

計	

荻
原　

宏
樹

　
　

総
務
部
長	

須
崎　

一
弘

　
　

自
治
会
協
議
員
一
同

公
民
館

　
　

館　

長	

竹
田　

貴
一

　
　

副
館
長	

吉
原　

弘
雅

　
　

主　

事	

羽
田　

幸
彦

　
　

会　

計	

髙
木　

禎
久

　
　

青
少
年
育
成
指
導
員

	
	

新
村　

光
弘

　
　

公
民
館
運
営
委
員
一
同

千
曲
藻
編
集
委
員
一
同

　

左
記
の
通
り
敬
老
祝
賀
会
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
七
十
五
歳
以
上

の
皆
様
に
は
招
待
状
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。
ご
都
合
を
つ
け

お
越
し
下
さ
い
。

敬
老
祝
賀
会
の
御
案
内

　
　
　

記

日
時　

令
和
元
年

　
　
　
　
　

九
月
十
四
日
㈯　

　
　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
よ
り

場
所　

中
之
条
公
民
館　

大
広
間

　
　
　

＊
負
担
の
か
か
ら
な
い

　
　
　
　

腰
掛
椅
子
で
行
い
ま
す

プ
ロ
グ
ラ
ム
予
定

　

・
南
小
学
校
合
唱
部
の
歌
唱
披
露

　

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
物
真
似

　

・
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
飛
入
り
歓
迎
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